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2024/12/1 

ルカの福音書 講解メッセージ㉝ 

『ルカの福音書 13 章 22-35 節 狭い門から入れ』 

 

 

■狭い門から入りなさい 

 

「イエスは、町々村々を次々に教えながら通り、エルサレムへの旅を続けられ

た。すると、「主よ。救われる者は少ないのですか」と言う人があった。イエ

スは、人々に言われた。「努力して狭い門から入りなさい。なぜなら、あなた

がたに言いますが、入ろうとしても、入れなくなる人が多いのですから。」 

（ルカ 13:22-24） 

 

「狭い門」とは何を指しているのでしょうか。イエス様は、別の箇所でご自分を「門」

と呼んでおられます。 

 

「そこで、イエスはまた言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げ

ます。わたしは羊の門です。わたしの前に来た者はみな、盗人で強盗です。

羊は彼らの言うことを聞かなかったのです。わたしは門です。だれでも、わ

たしを通って入るなら、救われます。また安らかに出入りし、牧草を見つけ

ます。盗人が来るのは、ただ盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするだけのた

めです。わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためで

す。」（ヨハネ 10:7-10） 

 

つまり、「狭い門」とは、イエス・キリストご自身のことであり、「努力して狭い門

から入りなさい」とは、「努力してイエス・キリストという門を通って入りなさい」

という意味になります。そして、イエス様は、「誰でも私を通って入るなら、救われ

ます」と語っておられます。 

 

■「救われる」の二つの意味 

この「救われる」という言葉には、二つの側面 があります。 

まず一つ目は、心の奥で神の呼びかけに応答し、永遠のいのちを受け取ることです。

聖書はこれを「神と和解する」と言います。 
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すべての人は「神のいのち」である魂を持っています。神であるイエス様は、その

魂に向かっていつも呼びかけておられます。その呼びかけに心で応答するとき、私た

ちは神と和解し、永遠のいのちを受け取るのです。 

 

「まことに、まことに、あなたがたに告げます。死人が神の子の声を聞く時が

来ます。今がその時です。そして、聞く者は生きるのです。」（ヨハネ 5:25） 

 

この「死人」とは、まだ神と和解しておらず、永遠のいのちを持っていない人のこ

とです。しかし、その人が神の呼びかけを聞き、心で応答するなら、その人は“生き

る”ようになります。この「心で神の声を聞き、応答すること」を、 「信じる」 と

言います。ギリシャ語の ピスティス（信仰） には、「神の呼びかけに誠実に応答す

る」という意味があります。 

そして、「救われる」のもう一つの側面は、イエス・キリストを信じると口で告白

し、自分が救われたことを自覚するようになることです。 

心の奥で神に応答した人は、御言葉を「そうだ」「その通りだ」と信じられるよう

になり、「私はイエス・キリストを信じます」と自分の口で告白できるようになりま

す。この告白を通して、私たちは自分が救われたことをはっきりと自覚するのです。 

 

「なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエス

を死者の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われる

からです。人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。」 

（ローマ 10:9–10） 

 

「心に信じて義と認められる」 とは、心の奥で神の呼びかけに応答して、永遠のい

のちを受け取ったということです。そして「口で告白して救われる」 とは、その救

いを自覚することです。 

私たちが告白できるようになったのは、すでに心の奥で神に応答していたからです。

それは潜在意識の領域で起こることなので、いつ応答したのかは分かりません。しか

し、確かに応答したからこそ、御言葉を聞くと「その通りだ」と信じられるようにな

り、口で告白できるようになったのです。 

このように、「心の奥で神の呼びかけに応答し、永遠のいのちを受け取ること（神

と和解すること）」と、「イエス・キリストを信じると口で告白し、救いを自覚するよ

うになること」の二つによって、私たちは「救われた者」として歩み始めるのです。 



3 

 

■救われたあとの歩み 

イエス様は、救われたあとの歩みについて、次のように語っておられます。 

 

「わたしは門です。だれでも、わたしを通って入るなら、救われます。また安

らかに出入りし、牧草を見つけます。盗人が来るのは、ただ盗んだり、殺し

たり、滅ぼしたりするだけのためです。わたしが来たのは、羊がいのちを得、

またそれを豊かに持つためです。」（ヨハネ 10:9-10） 

 

「羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです。」とは、「永遠のいのちを持つ

だけでなく、そのいのちを豊かに生きるようになるため」という意味です。救いを自

覚した者には、神の言葉という豊かな牧草が備えられています。その御言葉によって

信仰が養われ、神様との距離が縮まっていくのです。神との関係は、「出会って終わ

り」ではなく、出会いの先に、もっと深い関係があるのです。 

アブラハムは、「神の友」と呼ばれました（ヤコブ 2:23）。またイエス様は弟子たち

に、「あなたがたを友と呼ぶ」（ヨハネ 15:15）と言われました。神は、私たちを友と

したいのです。あなたも、知り合いはたくさんいても、「本当に信頼できる友」は多

くないはずです。友になるには、時間も、心の向きも、努力も必要です。まさに「狭

い門」です。 

神との関係も同じです。神の言葉を食べ、神との距離を縮めていく――その歩みの

ために、イエス様は来られました。なぜなら、人が抱える苦しみの真の解決は、神と

の距離が縮まることにあるからです。私たちが苦しみを感じるとき、その原因は目に

見える問題そのものではありません。本当の原因は、神との間に距離があることです。 

人は、本来神と一体となって生きるように造られました。 

 

「わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わた

しもその人の中にとどまっているなら、そういう人は多くの実を結びます。

わたしを離れては、あなたがたは何もすることができないからです。」 

（ヨハネ 15:5） 

 

枝は木につながっていなければ生きられません。同じように、私たちは神とつなが

って初めて、本当のいのちを生きることができます。だから神は、「こちらを向きな

さい」と呼びかけるのです。しかし私たちが神ではなく他のものに心を向けると、神

は痛みを覚えられます。その神の痛みが、私たちの心には「苦しみ」として映し出さ
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れるのです。 

つまり、「苦しみ」とは、神があなたと一つになろうとしておられるのに、あなた

が神を見ず、他のものに心を奪われている時に、神が感じておられる痛みです。です

から、苦しみの本当の解決は、神に心を向け、神の言葉を食べ、神との距離を縮めて、

神と一つになることです。そのために、イエス様が来られたのです。 

 

■戸が閉められるまでに入りなさい 

イエス様は、「狭い門から入りなさい」と言われただけでなく、その理由について

も、はっきりと警告されました。 

 

「努力して狭い門から入りなさい。なぜなら、あなたがたに言いますが、入ろ

うとしても、入れなくなる人が多いのですから。家の主人が、立ち上がって、

戸をしめてしまってからでは、外に立って、『ご主人さま。あけてください』

と言って、戸をいくらたたいても、もう主人は、『あなたがたがどこの者か、

私は知らない』と答えるでしょう。」（ルカ 13:24-25） 

 

ここでいう「戸が閉められる」とは、死が訪れることを意味しています。死んでし

まったら、死の先にやり直しはありません。 

聖書は、悪魔の働きによって「死」が世界に入り、世界そのものが有限性の中に閉

じ込められたと語ります。つまり、死の先は行き止まりです。だからこそ、生きてい

る間に神と和解し、永遠のいのちを受け取る必要があるのです。 

人は「死後の世界」を想像しますが、それは人間の想像であって、聖書はそのよう

なことを教えていません。聖書が語るのはただ一つ、神と和解し、永遠のいのちを持

つ者だけが、この世界の限界を越えて、死という行き止まりを突破できるということ

です。それが、神が備えた“狭い門”です。しかし、「聞いただけ」では、“狭い門”

を通ったことにはならないのです。 

 

「すると、あなたがたは、こう言い始めるでしょう。『私たちは、ごいっしょ

に、食べたり飲んだりいたしましたし、私たちの大通りで教えていただきま

した。』」（ルカ 13:26） 

 

これは、現代の言葉に置き換えるなら、「神の言葉はちゃんと聞きましたよ」とい

う意味です。しかし、聞いただけでは狭い門を通ったことにはなりません。大切なの
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は、その言葉に、心がどう応答したのかということです。多くの人は、ただ聞いただ

けで、神に心を向けようとしませんでした。そのすれ違いこそが、人を死へと向かわ

せていきます。 

この世でいう罪は、悪いことをしたり、社会規範に反したりすることです。しかし、

聖書が言う「罪」は、神の呼びかけに応答しないこと、すなわち、神を信じないこと

です。聖書はそれを「不信仰」と呼びます。なぜなら、応答しなければ永遠のいのち

を持つことができないからです。だから、これが人間にとっての唯一の罪なのです。 

 

「だが、主人はこう言うでしょう。『私はあなたがたがどこの者だか知りませ

ん。不正を行う者たち。みな出て行きなさい。』神の国にアブラハムやイサク

やヤコブや、すべての預言者たちが入っているのに、あなたがたは外に投げ

出されることになったとき、そこで泣き叫んだり、歯ぎしりしたりするので

す。」（ルカ 13:27-28） 

 

この「不正を行う者」は、道徳的に悪いことをした人ではなく、神の呼びかけに応

答しなかった人――不信仰な人のことです。どんな言い訳をしても、応答しなかった

なら、神は「あなたを知らない」と言われるのです。 

 

「人々は、東からも西からも、また南からも北からも来て、神の国で食卓に着

きます。いいですか、今しんがりの者があとで先頭になり、いま先頭の者が

しんがりになるのです。」（ルカ 13:29-30） 

 

これは、「ユダヤ人だけが救われる」と信じていた人々にとって、非常に衝撃的な

言葉でした。しかし、イエス様は、救いはすべての人のために開かれていて、神の呼

びかけに応答する者は、どこからでも来るということを、はっきり示されました。そ

して、歴史はその通りになりました。ここでの「しんがり」とは、異邦人のことです。

異邦人が中心となって福音は全世界に広がり、今、ユダヤ人社会の中のクリスチャン

は少数です。 

イエス様は言われました。「私の言葉を信じる者は、死からいのちへ移っている。」

これが福音の核心です。 

救いはゴールではなく、スタートです。救われたからといって終わりではありませ

ん。救われた者は、神の言葉が食べられるようになり、神の言葉によって生きるよう

になり、神との距離を縮めていく――これが新しい人生です。だから私たちが目指す
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べき人生の方向は、この世界で成功することでも、この世界で幸せをつかむことでも

ありません。神の国と神の義をまず第一に求めること。神に近づくこと。これがすべ

てです。ここにこそ、本当の平安があります。 

「人は、たとえ全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったら何の益があるでし

ょうか」（マタイ 16:26）とイエス様は言われましたが、まさにそのとおりです。 

 

■この世界からの脱出の道 

 

「ちょうどそのとき、何人かのパリサイ人が近寄って来て、イエスに言った。

「ここから出てほかの所へ行きなさい。ヘロデがあなたを殺そうと思っていま

す。」イエスは言われた。「行って、あの狐にこう言いなさい。『よく見なさい。

わたしは、きょうと、あすとは、悪霊どもを追い出し、病人をいやし、三日

目に全うされます。』」（ルカ 13:31-32） 

 

幾人かのパリサイ人たちが、「ヘロデがあなたを殺そうとしているから逃げるよう

に」と、イエス様に忠告しましたが、イエス様は逃げませんでした。むしろイエス様

は、「私は悪霊を追い出し、病人をいやす」と宣言なさいます。「悪霊」とは、神の運

動に反対する運動のことです。神の運動とは、私たちを神に近づけ、神との距離を縮

める方向へ導く働きですが、悪霊の働きは、私たちを神から引き離し、神との距離を

広げる方向へ引っ張る運動です。この死の運動を世界に持ち込んだのが悪魔です。悪

魔の働きによって死が入り、この世界は有限性の世界になりました。だからイエス様

は言われます。「私は悪霊を追い出し、死の運動と戦う。」――なぜなら、イエス様は

永遠のいのちを持っておられるからです。永遠のいのちは、死の運動に勝利する力で

す。 

また、「三日目に全うされる」とは、十字架と復活を指しています。これは、「永遠

のいのちを持った瞬間、この世界はあなたにとって敵になる」という、クリスチャン

へのメッセージでもあります。この世界の幸せを追い求めて生きてきたあなたが永遠

のいのちを持った今、この世界はあなたを引き戻そうとします。ですから、この世と

戦わなければなりません。しかし、恐れる必要はありません。あなたは永遠のいのち

を持っていて、必ず復活するからです。 
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「だが、わたしは、きょうもあすも次の日も進んで行かなければなりません。

なぜなら、預言者がエルサレム以外の所で死ぬことはありえないからです。』」                                     

（ルカ 13:33） 

 

エルサレムとは、イエス・キリストが十字架につけられた場所です。ここで言う「死

ぬ」とは、肉体の死ではなく、この世界（死の世界）との決別を意味しています。こ

の世界は死の世界です。死んでいる世界に生きている人は、本当の意味で「死ぬ」こ

とができません。つまり、脱出できません。唯一脱出できる場所――それが「エルサ

レム」、つまり キリストの十字架です。 

 

「私たちは、キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストとともに

葬られたのです。それは、キリストが御父の栄光によって死者の中からよみ

がえられたように、私たちも、いのちにあって新しい歩みをするためです。

もし私たちが、キリストにつぎ合わされて、キリストの死と同じようになっ

ているのなら、必ずキリストの復活とも同じようになるからです。」 

（ローマ 6:4–5） 

 

イエス様は、十字架でこの世界に対して死に、復活によって新しいいのちを示され

ました。私たちもキリストと一つにされているので、キリストと共にこの世に対して

死に、キリストと共に復活するのです。すでに私たちは、「死からいのちへ移されて」

います。だから、肉体の死を通して、私たちも復活し、天の御国へ入るのです。 

 

イエス様はエルサレムを見て、こう嘆かれました。 

 

「ああ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人た

ちを石で打つ者、わたしは、めんどりがひなを翼の下にかばうように、あな

たの子らを幾たび集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを

好まなかった。見なさい。あなたがたの家は荒れ果てたままに残される。わ

たしはあなたがたに言います。『祝福あれ。主の御名によって来られる方に』

とあなたがたの言うときが来るまでは、あなたがたは決してわたしを見るこ

とができません。」」（ルカ 13:34-35） 

 

イエス様が、何度も呼びかけたにもかかわらず、人々は無視し続けました。これが
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「罪」です。神に応答しなかった人は、この世界に留まり続けるしかありません。「荒

れ果てる」とは、土に帰る、滅びるということです。 

 

「あなたがたに告げます。『祝福あれ。主の御名によって来られる方に』とあ

なたがたが言うときまで、あなたがたは今後決してわたしを見ることはあり

ません。」（マタイ 23:39） 

 

つまり、神の呼びかけに応答し、神を信じるようになるまでは、決して救われない

ということです。イエス様は、「私を信じる以外に、この世界から脱出する道はない。」

と語り、「信じれば救われる。」と語っておられます。 

 

■神の呼びかけは「苦しみ」として届く 

私たちは、心の奥で神の呼びかけを聞いています。では、その呼びかけとは何でし

ょうか。それは 「苦しみ」 です。人が苦しみを感じるとき、その苦しみこそが神の

呼びかけなのです。 

 

「苦しみに会ったことは、私にとってしあわせでした。私はそれであなたのお

きてを学びました。」（詩篇 119:71） 

 

苦しみは、神があなたを愛している証拠であり、あなたを正しい方向へ導くための

慰めであり、励ましです。苦しみがなければ、人は神に心を向けることができません。

だから苦しみは、神の恵みなのです。 

私たちは永遠のいのちを受け取り、神との関係を築く基盤を与えられ、いつでも神

に祈ることができるようになりました。しかし実際に辛くなると、神ではなく、人に

相談し、人に助けを求めてはいないでしょうか。神は、「あなたの重荷は私のところ

に持ってきなさい。」と言っておられます。そこで、私たちが神に向かわないとき、

神は私たちに、こう叫び続けておられます。「そちらには解決がない。その方向に向

かっても、あなたは満たされない。」この神の叫びを、私たちは 「苦しみ」 として

感じ取るのです。 

 

「あなたがたは、キリストのために、キリストを信じる信仰だけでなく、キリ

ストのための苦しみをも賜ったのです。」（ピリピ 1:29） 
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「キリストのために」とは、「キリストによって永遠のいのちを与えられたがゆえに」

ということです。私たちは、永遠のいのちを豊かにしようとしない時、苦しみを感じ

ます。苦しみは、神からあなたへの呼びかけなのです。この神の招きに応えて、神の

もとに近づくなら、平安を手にすることができます。 

つまり、あなたを苦しめているのは、目に見える困難や人間関係ではなく、心を神

に向けることができず、神との距離を縮められないことなのです。それは、あなたが

キリストの体の一部だからです。神の一部であるあなたが、神との関係を豊かにしよ

うとしなければ、苦しくなるのは当然です。 

つまり、神様との関係こそがすべてなのです。 

私たちは神様との関係の中で生きており、目に見える関係は、その神との関係を

“投影”しているにすぎません。実際に存在しているのは、あなたと神との関係だけ

です。 

ですから、虚しさや苦しさを覚える時、それは神様との関係がうまくいっていない

ということです。解決は、投影された世界をどうにかすることではなく、神様との関

係を改善することです。 

私たちの土台はイエス・キリストであり、イエス・キリストとの関わりの中で生ま

れ、イエス・キリストとの関わりの中で生きているのです。すべては、その関わりが

投影されたものなのです。 

こうしたことから聖書は、「見える兄弟を愛せない者は神を愛せない」と言ってい

ます。神を愛することは、兄弟を愛することとして投影されるからです。人を憎むと

苦しく感じるのは、神を愛せていないからです。一つの体として造られた神と一つに

なれないことは、本当に苦しいことなのです。 

聖書は、信じる信仰だけでなく、恵みとして苦しみも与えられていると言っている

のです。私たちを正しい方向に導き、神と一つとなって、平安を得るためです。この

深い真理を理解し、「すべてはイエス・キリストとの関わりだったのだ」と気づくこ

とができれば、幸いです。 

 

「私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているので

はなく、キリストが私のうちに生きておられるのです。いま私が肉にあって

生きているのは、私を愛し私のためにご自身をお捨てになった神の御子を信

じる信仰によっているのです。」（ガラテヤ 2:20） 

 

キリストと一つになる時、あなたの苦しみは平安に変わるのです。 


